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２

栄えある受章栄えある受章 おめでとうございます栄えある受章 おめでとうございます

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り

消
防
団
活
動
に
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
、
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
残
念
な
が
ら
例
年
と
比
較
す
る
と
、

火
災
件
数
が
多
い
年
で
あ
り
、
各
分
団
に
お
い
て

定
期
的
に
実
施
し
て
い
る
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
で

の
広
報
や
警
戒
な
ど
の
火
災
予
防
活
動
の
重
要
性

を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
火
災
や
自
然
災
害

な
ど
は
待
っ
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。
我
々
消
防
団
は
、

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
伝
統
を
守
り
つ
つ
、
新
た

な
取
り
組
み
を
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
で
、
安

全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
構
築
し
て
い
き
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　

昨
年
11
月
16
日
に
実
施
し
た
令
和
７
年
度
消
防

特
別
点
検
で
は
、
近
隣
市
町
の
各
消
防
団
長
を
始

め
と
し
た
関
係
者
の
皆
様
か
ら
も
お
褒
め
の
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
消
防
団
員
は
例
年
に
も

増
し
て
士
気
・
規
律
高
く
、
俊
敏
な
動
き
で
あ
り
、

私
が
消
防
団
長
に
就
任
し
て
か
ら
最
も
良
い
出
来

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
加
須
市
消
防
団
は
、
市
民
の
皆
様
の
安

全
・
安
心
の
た
め
に
全
力
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
関
係
団
体
や
地
域
の
皆

様
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

団
長
あ
い
さ
つ

消
防
団
長

服
部
　
信
利

◆
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

　
功
績
章
﹇
勤
続
15
年
以
上
の
団
長
・
副
団
長
か
つ

　
　
　
　
　

埼
玉
県
消
防
協
会
長
表
彰
特
別
功
労
章

　
　
　
　
　

受
章
者
﹈

本　
　

部
（
不
動
岡
）　
　

副
団
長　

川
田　
　

宏

本　
　

部
（
種
足
）　
　
　

副
団
長　

福
田　

則
雄

本　
　

部
（
北
川
辺
）　
　

副
団
長　

吉
澤　

明
人

　

精
績
章
﹇
勤
続
15
年
以
上
の
団
員
か
つ
埼
玉
県
消

　
　
　
　
　

防
協
会
長
表
彰
特
別
功
労
章
受
章
者
﹈

第
１
分
団
（
加
須
）　
　
　

分
団
長　

本
庄　

英
明

第
19
分
団
（
原
道
）　
　
　

分
団
長　

青
木　
　

誠

　

勤
続
章
﹇
勤
続
30
年
以
上
の
団
員
﹈　

 
 

第
３
分
団
（
不
動
岡
）　
　

分
団
長　

今
成　

信
彦

第
３
分
団
（
不
動
岡
）
前
副
分
団
長　

吉
澤　
　

浩

第
４
分
団
（
礼
羽
）　
　
　

班　

長　

二
瓶　

修
司

第
４
分
団
（
礼
羽
）　
　
　

班　

長　

沼
尻　
　

健

第
18
分
団
（
大
利
根
東
）
副
分
団
長　

籠
宮　

正
幸

◆
埼
玉
県
消
防
協
会
長
表
彰
　
消
防
功
労
章

　

特
別
功
労
章

﹇
勤
続
20
年
以
上
か
つ
分
団
長
ま
た
は
副
分
団
長
の

　

職
を
５
年
以
上
﹈ 

 
 

第
９
分
団
（
大
越
）　
　
　

分
団
長　

石
井　

美
幸

第
11
分
団
（
田
ケ
谷
）　
　

分
団
長　

岡
田　
　

理

第
20
分
団
（
元
和
）　
　

副
分
団
長　

豊
島　

博
明

　

一
等
功
労
章
﹇
二
等
功
労
受
章
後
５
年
﹈

第
３
分
団
（
不
動
岡
）　
　

団　

員　

絹
村　
　

智

第
３
分
団
（
不
動
岡
）　
　

団　

員　

大
堀　

弘
治

第
３
分
団
（
不
動
岡
）　
　

団　

員　

池
田　
　

明

第
６
分
団
（
大
桑
）　
　
　

班　

長　

福
田　

孝
弘

第
７
分
団
（
水
深
）　
　
　

班　

長　

阿
部　
　

仁

第
８
分
団
（
樋
遣
川
）　
　

団　

員　

田
村　

徳
勇

第
11
分
団
（
田
ケ
谷
）　

副
分
団
長　

岡
﨑　

正
和

第
11
分
団
（
田
ケ
谷
）　
　

班　

長　

野
原　

一
典

第
19
分
団
（
原
道
）　
　
　

班　

長　

小
林　

孝
行

第
19
分
団
（
原
道
）　
　
　

班　

長　

佐
々
木
貢
一

第
21
分
団
（
豊
野
）　
　

副
分
団
長　

丸
山　

大
輔

　

二
等
功
労
章
﹇
三
等
功
労
受
章
後
５
年
﹈

第
１
分
団
（
加
須
）　
　
　

団　

員　

中
島
由
紀
夫

第
５
分
団
（
志
多
見
）　
　

班　

長　

野
本　

孝
文

第
５
分
団
（
志
多
見
）　
　

団　

員　

増
田　

俊
夫

第
６
分
団
（
大
桑
）　
　
　

団　

員　

恩
田　

正
則

第
９
分
団
（
大
越
）　
　
　

団　

員　

寺
田　

隆
太

第
12
分
団
（
種
足
）　
　
　

団　

員　

氏
家　

拓
也

第
17
分
団
（
北
川
辺
）　
　

団　

員　

太
田　

大
輔

　

三
等
功
労
章
﹇
勤
続
10
年
﹈

本　
　

部
（
大
桑
）　
　
　

団　

員　

佐
々
木
久
子

本　
　

部
（
北
川
辺
）　
　

団　

員　

狩
野　

知
恵

本　
　

部
（
鴻
茎
）　
　
　

団　

員　

岡
安　

優
子

第
２
分
団
（
三
俣
）　
　
　

団　

員　

帯
津　

浩
光

第
３
分
団
（
不
動
岡
）　
　

団　

員　

石
丸　
　

剛

第
５
分
団
（
志
多
見
）　
　

団　

員　

赤
坂　

雅
宏

第
５
分
団
（
志
多
見
）　
　

団　

員　

佐
藤　

智
久

第
６
分
団
（
大
桑
）　
　
　

団　

員　

高
橋　

義
明

第
７
分
団
（
水
深
）　
　
　

団　

員　

石
井　

和
也

第
８
分
団
（
樋
遣
川
）　
　

団　

員　

小
林　

紀
之

第
９
分
団
（
大
越
）　
　
　

団　

員　

野
本　

育
郎

第
12
分
団
（
種
足
）　
　
　

団　

員　

長
谷
川　

陽

第
13
分
団
（
鴻
茎
）　
　
　

団　

員　

秋
葉　

雄
也

第
14
分
団
（
高
柳
）　
　
　

団　

員　

遠
井　

浩
幸

第
16
分
団
（
北
川
辺
）
統
括
分
団
長　

片
山　

裕
幸

第
16
分
団
（
北
川
辺
）　
　

団　

員　

橋
本　

直
樹

第
16
分
団
（
北
川
辺
）　
　

団　

員　

小
堀　

太
志

第
18
分
団
（
大
利
根
東
）　

団　

員　

藤
田　

直
博

第
19
分
団
（
原
道
）　
　
　

団　

員　

坂
田　

伸
男

第
21
分
団
（
豊
野
）　
　
　

団　

員　

安
喰　

幸
雄

第
21
分
団
（
豊
野
）　
　
　

団　

員　

吉
田　

達
也

第
21
分
団
（
豊
野
）　
　
　

団　

員　

中
里　

孝
夫

　

機
関
技
能
章
﹇
消
防
機
関
員
、
勤
続
５
年
以
上
﹈ 

第
１
分
団
（
加
須
）　
　
　

団　

員　

星　
　

光
英

第
１
分
団
（
加
須
）　
　
　

団　

員　

坂
本　

優
太

第
２
分
団
（
三
俣
）　
　
　

団　

員　

大
森　

一
則

第
４
分
団
（
礼
羽
）　
　
　

団　

員　

榎
本　

宏
希

第
６
分
団
（
大
桑
）　
　
　

団　

員　

峯　
　

裕
之

第
７
分
団
（
水
深
）　
　
　

団　

員　

眞
中　

隆
史

第
12
分
団
（
種
足
）　
　
　

団　

員　

福
崎　
　

仁

第
14
分
団
（
高
柳
）　
　
　

団　

員　

小
川　

慶
彦

第
16
分
団
（
北
川
辺
）　
　

班　

長　

鳥
海　

良
太

第
17
分
団
（
北
川
辺
）　
　

班　

長　

柿
沼　

邦
彦

第
17
分
団
（
北
川
辺
）　
　

団　

員　

奥
貫　

正
弘

　

勤
続
章
﹇
勤
続
25
年
以
上
﹈ 

 

本　
　

部
（
北
川
辺
）　
　

副
団
長　

吉
澤　

明
人

第
１
分
団
（
加
須
）　
　
　

班　

長　

儘
田　

朋
範

第
１
分
団
（
加
須
）　
　
　

班　

長　

加
藤　

雅
央

第
６
分
団
（
大
桑
）　
　
　

分
団
長　

金
子　

泰
彬

第
８
分
団
（
樋
遣
川
）　
　

団　

員　

十
文
字　

貢

第
８
分
団
（
樋
遣
川
）　
　

団　

員　

横
村　

和
也

第
９
分
団
（
大
越
）　
　
　

班　

長　

松
本　

昌
治

第
10
分
団
（
騎
西
）　
　
　

団　

員　

福
岡　

一
成

第
11
分
団
（
田
ケ
谷
）　
　

団　

員　

伊
井　

敏
章

第
18
分
団
（
大
利
根
東
）　

団　

員　

松
島　
　

武

◆
埼
玉
県
消
防
協
会
加
須
支
部
長
表
彰

　

一
等
功
労
章
﹇
勤
続
９
年
﹈

第
５
分
団
（
志
多
見
）　
　

団　

員　

長
沼　

秀
和

第
９
分
団
（
大
越
）　
　
　

団　

員　

篠
崎　

孝
雄

第
10
分
団
（
騎
西
）　
　
　

団　

員　

溝
口　

裕
二

第
11
分
団
（
田
ケ
谷
）　
　

団　

員　

五
十
嵐
佑
一

第
11
分
団
（
田
ケ
谷
）　
　

団　

員　

青
木　

伸
輔

第
12
分
団
（
種
足
）　
　
　

団　

員　

大
塚　

光
男

第
14
分
団
（
高
柳
）　
　
　

団　

員　

奈
良　
　

憧

第
16
分
団
（
北
川
辺
）　
　

団　

員　

増
田　

浩
一

第
16
分
団
（
北
川
辺
）　
　

団　

員　

松
橋　

孝
之

第
21
分
団
（
豊
野
）　
　
　

団　

員　

森
山　

恵
多

　

二
等
功
労
章
﹇
勤
続
７
年
﹈ 

 

第
５
分
団
（
志
多
見
）　
　

団　

員　

川
島　

拓
也

第
６
分
団
（
大
桑
）　
　
　

団　

員　

鎮
守　

良
太

第
７
分
団
（
水
深
）　
　
　

団　

員　

瀬
田　

和
弘

第
９
分
団
（
大
越
）　
　
　

団　

員　

野
中　

則
和

第
９
分
団
（
大
越
）　
　
　

団　

員　

網
野　
　

豊

第
10
分
団
（
騎
西
）　
　
　

団　

員　

関
口　

貴
紀

第
11
分
団
（
田
ケ
谷
）　
　

団　

員　

磯
山　

俊
幸

第
12
分
団
（
種
足
）　
　
　

団　

員　

榎
本
記
代
士

第
12
分
団
（
種
足
）　
　
　

団　

員　

宮
永　

和
浩

第
13
分
団
（
鴻
茎
）　
　
　

団　

員　

黒
川　

祐
哉

第
17
分
団
（
北
川
辺
）　
　

分
団
長　

牛
久
保
勝
弘

第
17
分
団
（
北
川
辺
）　
　

団　

員　

渡
邊　

明
彦

第
17
分
団
（
北
川
辺
）　
　

団　

員　

萩
原　

拓
海

第
18
分
団
（
大
利
根
東
）　

団　

員　

大
谷　

和
英

第
20
分
団
（
元
和
）　
　
　

団　

員　

大
塚　

竹
雄

第
20
分
団
（
元
和
）　
　
　

団　

員　

並
木　

基
真

第
21
分
団
（
豊
野
）　
　
　

団　

員　

落
合　

紀
孝

　

三
等
功
労
章
﹇
勤
続
５
年
﹈ 

 

第
１
分
団
（
加
須
）　
　
　

団　

員　

星　
　

光
英

第
１
分
団
（
加
須
）　
　
　

団　

員　

坂
本　

優
太

第
２
分
団
（
三
俣
）　
　
　

団　

員　

大
森　

一
則

第
４
分
団
（
礼
羽
）　
　
　

団　

員　

榎
本　

宏
希

第
６
分
団
（
大
桑
）　
　
　

団　

員　

峯　
　

裕
之

第
７
分
団
（
水
深
）　
　
　

団　

員　

眞
中　

隆
史

第
12
分
団
（
種
足
）　
　
　

団　

員　

福
崎　
　

仁

第
14
分
団
（
高
柳
）　
　
　

団　

員　

小
川　

慶
彦

第
16
分
団
（
北
川
辺
）　
　

班　

長　

鳥
海　

良
太

第
17
分
団
（
北
川
辺
）　
　

班　

長　

柿
沼　

邦
彦

第
17
分
団
（
北
川
辺
）　
　

団　

員　

奥
貫　

正
弘

◆
加
須
市
長
表
彰

　

永
年
勤
続
章
﹇
勤
続
10
年
﹈

本　
　

部
（
大
桑
）　
　
　

団　

員　

佐
々
木
久
子

本　
　

部
（
北
川
辺
）　
　

団　

員　

狩
野　

知
恵

本　
　

部
（
鴻
茎
）　
　
　

団　

員　

岡
安　

優
子

第
２
分
団
（
三
俣
）　
　
　

団　

員　

帯
津　

浩
光

第
３
分
団
（
不
動
岡
）　
　

団　

員　

石
丸　
　

剛

第
５
分
団
（
志
多
見
）　
　

団　

員　

赤
坂　

雅
宏

第
５
分
団
（
志
多
見
）　
　

団　

員　

佐
藤　

智
久

第
６
分
団
（
大
桑
）　
　
　

団　

員　

高
橋　

義
明

第
７
分
団
（
水
深
）　
　
　

団　

員　

石
井　

和
也

第
８
分
団
（
樋
遣
川
）　
　

団　

員　

小
林　

紀
之

第
９
分
団
（
大
越
）　
　
　

団　

員　

野
本　

育
郎

第
12
分
団
（
種
足
）　
　
　

団　

員　

長
谷
川　

陽

第
13
分
団
（
鴻
茎
）　
　
　

団　

員　

秋
葉　

雄
也

第
14
分
団
（
高
柳
）　
　
　

団　

員　

遠
井　

浩
幸

第
16
分
団
（
北
川
辺
）
統
括
分
団
長　

片
山　

裕
幸

第
16
分
団
（
北
川
辺
）　
　

団　

員　

橋
本　

直
樹

第
16
分
団
（
北
川
辺
）　
　

団　

員　

小
堀　

太
志

第
18
分
団
（
大
利
根
東
）　

団　

員　

藤
田　

直
博

第
19
分
団
（
原
道
）　
　
　

団　

員　

坂
田　

伸
男



３

本

部

本

部

第
１
分
団

第
２
分
団

第
３
分
団

第
３
分
団

第
４
分
団

第
５
分
団

第
５
分
団

第
５
分
団

第
５
分
団

第
６
分
団

第
８
分
団

第
９
分
団

第
11
分
団

第
12
分
団

第
12
分
団

第
12
分
団

第
13
分
団

第
15
分
団

第
17
分
団

第
18
分
団

第
19
分
団

（
三

俣
）

（
三

俣
）

（
加

須
）

（
三

俣
）

（
不
動
岡
）

（
不
動
岡
）

（
礼

羽
）

（
志
多
見
）

（
志
多
見
）

（
志
多
見
）

（
志
多
見
）

（
大

桑
）

（
樋
遣
川
）

（
大

越
）

（
田
ケ
谷
）

（
種

足
）

（
種

足
）

（
種

足
）

（
鴻

茎
）

（
北
川
辺
）

（
北
川
辺
）

（
大
利
根
東
）

（
原

道
）

塩
田
し
の
ぶ

矢
澤　

順
子

雨
沼　

喜
幸

水
野　

和
男

吉
澤　
　

浩

関
口　
　

優

山
本　
　

錬

夢
川　

和
幸

本
澤　

智
巳

大
竹　

純
哉

田
沼　

孝
純

青
塚　
　

和

田
口　

健
二

宮　
　

健
裕

秋
池　

健
次

平
野　

剛
弘

多
田　

裕
伸

大
塚　
　

弘

田
村　

允
彦

羽
鳥　

新
司

小
林　

秀
樹

荒
井　

義
昌

出
井　
　

章

（
令
和
六
年
度
中　

退
団
）

様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様

永きにわたり大変お疲れさまでした永きにわたり大変お疲れさまでした
　

平
成
８
年
に
入
団
し
て
以
来
29
年
間
消
防
団

活
動
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ

の
度
退
団
い
た
し
ま
し
た
。
今
日
、
無
事
に
役

目
を
終
え
て
退
団
で
き
た
の
も
地
域
の
皆
様
、

諸
先
輩
方
、
団
員
の
方
の
ご
指
導
と
ご
協
力
の

賜
物
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
今
ま
で
の
感
謝
と
ご
協
力
を
頂
い

た
分
、
影
よ
り
支
援
、
協
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
最
後
に
義
勇
と
愛
郷
の
も
と
に
加

須
市
消
防
団
の
発
展
を
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

第
５
分
団（
志
多
見
）

前
分
団
長

夢
川
　
和
幸 

様

　

こ
の
度
３
月
末
を
も
ち
ま
し
て
加
須
市
消

防
団
第
12
分
団
を
退
団
い
た
し
ま
し
た
。
20

年
間
の
消
防
団
活
動
で
は
消
防
団
な
ら
で
は

の
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

何
よ
り
も
沢
山
の
方
々
と
知
り
合
え
た
事
が

入
団
し
て
良
か
っ
た
所
だ
と
思
い
ま
す
。

　

諸
先
輩
方
の
ご
指
導
、
団
員
の
皆
様
そ
し

て
家
族
の
ご
協
力
あ
っ
て
の
消
防
団
活
動
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
深
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
最
後
に
加
須
市
消
防
団

の
益
々
の
ご
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

第
12
分
団（
種
足
）

前
分
団
長

平
野
　
剛
弘 

様
　

こ
の
度
、
３
月
末
を
も
ち
ま
し
て
、
加
須
市

消
防
団
第
15
分
団
を
退
団
い
た
し
ま
し
た
。

　

振
り
返
り
ま
す
と
い
ろ
い
ろ
な
思
い
出
が
あ

る
わ
け
で
す
が
、
恵
ま
れ
た
環
境
の
も
と
で
い

ろ
い
ろ
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
点
多
々
あ

り
ま
し
た
が
、
総
じ
て
無
事
に
団
員
活
動
さ
せ

て
い
た
だ
け
ま
し
た
の
も
、
先
輩
、
同
級
生
、

後
輩
、
地
域
、
家
族
そ
れ
ぞ
れ
の
皆
様
の
お
か

げ
で
あ
り
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
最
後
に
加
須
市
消
防
団
の
益
々
の
ご
発

展
と
団
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

第
15
分
団（
北
川
辺
）

前
分
団
長

羽
鳥
　
新
司 

様

　

こ
の
た
び
、
10
年
間
所
属
し
て
い
た
加
須
市

消
防
団
を
退
団
い
た
し
ま
し
た
。
女
性
消
防
団

発
足
時
に
入
団
し
、
仲
間
と
支
え
合
い
な
が
ら

活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
救
急
救
命
講
習
に
携
わ
れ
た
こ
と
も
大

き
な
財
産
で
す
。
地
域
の
安
心
・
安
全
を
守
る

一
助
と
な
れ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。
支

え
て
く
だ
さ
っ
た
団
員
の
皆
様
、
家
族
、
地
域

の
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後

も
一
市
民
と
し
て
地
域
と
関
わ
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

本
団（
三
俣
）

前
団
員

矢
澤
　
順
子 

様

第
21
分
団
（
豊
野
）　
　
　

団　

員　

安
喰　

幸
雄

第
21
分
団
（
豊
野
） 

団　

員　

吉
田　

達
也

第
21
分
団
（
豊
野
） 

団　

員　

中
里　

孝
夫 

　

一
等
功
労
章
﹇
勤
続
９
年
﹈

第
５
分
団
（
志
多
見
） 

団　

員　

長
沼　

秀
和

第
９
分
団
（
大
越
） 
団　

員　

篠
崎　

孝
雄

第
10
分
団
（
騎
西
） 
団　

員　

溝
口　

裕
二

第
11
分
団
（
田
ケ
谷
） 
団　

員　

五
十
嵐
佑
一

第
11
分
団
（
田
ケ
谷
） 

団　

員　

青
木　

伸
輔

第
12
分
団
（
種
足
） 

団　

員　

大
塚　

光
男

第
14
分
団
（
高
柳
） 

団　

員　

奈
良　
　

憧

第
16
分
団
（
北
川
辺
） 

団　

員　

増
田　

浩
一

第
16
分
団
（
北
川
辺
） 

団　

員　

松
橋　

孝
之

第
21
分
団
（
豊
野
） 

団　

員　

森
山　

恵
多

　

二
等
功
労
章
﹇
勤
続
７
年
﹈

第
５
分
団
（
志
多
見
） 

団　

員　

川
島　

拓
也

第
６
分
団
（
大
桑
） 

団　

員　

鎮
守　

良
太

第
７
分
団
（
水
深
） 

団　

員　

瀬
田　

和
弘

第
９
分
団
（
大
越
） 

団　

員　

野
中　

則
和

第
９
分
団
（
大
越
） 

団　

員　

網
野　
　

豊

第
10
分
団
（
騎
西
） 

団　

員　

関
口　

貴
紀

第
11
分
団
（
田
ケ
谷
） 

団　

員　

磯
山　

俊
幸

第
12
分
団
（
種
足
） 

団　

員　

榎
本
記
代
士

第
12
分
団
（
種
足
） 

団　

員　

宮
永　

和
浩

第
13
分
団
（
鴻
茎
） 

団　

員　

黒
川　

祐
哉

第
17
分
団
（
北
川
辺
） 

分
団
長　

牛
久
保
勝
弘

第
17
分
団
（
北
川
辺
） 

団　

員　

渡
邊　

明
彦

第
17
分
団
（
北
川
辺
） 

団　

員　

萩
原　

拓
海

第
18
分
団
（
大
利
根
東
） 

団　

員　

大
谷　

和
英

第
20
分
団
（
元
和
） 

団　

員　

大
塚　

竹
雄

第
20
分
団
（
元
和
） 

団　

員　

並
木　

基
真

第
21
分
団
（
豊
野
） 

団　

員　

落
合　

紀
孝

　

三
等
功
労
章
﹇
勤
続
５
年
﹈

第
１
分
団
（
加
須
） 

団　

員　

星　
　

光
英

第
１
分
団
（
加
須
） 

団　

員　

坂
本　

優
太

第
２
分
団
（
三
俣
） 

団　

員　

大
森　

一
則

第
４
分
団
（
礼
羽
） 

団　

員　

榎
本　

宏
希

第
６
分
団
（
大
桑
） 

団　

員　

峯　
　

裕
之

第
７
分
団
（
水
深
） 

団　

員　

眞
中　

隆
史

第
12
分
団
（
種
足
） 

団　

員　

福
崎　
　

仁

第
14
分
団
（
高
柳
） 

団　

員　

小
川　

慶
彦

第
16
分
団
（
北
川
辺
） 

班　

長　

鳥
海　

良
太

第
17
分
団
（
北
川
辺
） 

班　

長　

柿
沼　

邦
彦

第
17
分
団
（
北
川
辺
） 

団　

員　

奥
貫　

正
弘

退
団
者
の
紹
介

退
団
者
の
紹
介



４

新入団員研修新入団員研修新入団員研修
新入団員を対象に、消防団員に必要な知識・技能を習得する
ため、消防署員による座学や礼式、消防ホースの取り扱い訓
練を実施しました。

機能別学生消防団辞令交付式機能別学生消防団辞令交付式機能別学生消防団辞令交付式
機能別団員の辞令交付式が行われ、新たに3名の学生が入団
しました。機能別団員は、計１7名の学生で、予防消防とし
て啓発活動などを実施しております。

救助資機材搭載型車両取扱訓練救助資機材搭載型車両取扱訓練救助資機材搭載型車両取扱訓練
総務省から貸与を受けている救助資機材塔載車に積載されて
いるチェーンソーや電動油圧救助器具、可搬ポンプなどの取
り扱いについての実技訓練を実施しました。

学校消防訓練学校消防訓練学校消防訓練
市内の小中学校で火災が起きたときの初期消火や、消防用設
備等の位置の確認など消防避難訓練を実施しました。



５

消防特別点検消防特別点検消防特別点検
火災多発期を迎えるにあたり、消防団の消防活動に万全を期するとともに、
消防団員の意識向上を図るため、消防団員の職務遂行に必要な人員、姿勢、
服務等について点検する加須市消防特別点検を実施しました。

消防出初式消防出初式消防出初式
新春恒例として関係機関・消防車両の分列行進、消防はしご車によ
る放水訓練、鳶組合による纏振り・はしご乗りなどを披露する消防
出初式を実施しました。



６

「
あ
り
が
と
う
　
消
防
団
の
皆
さ
ん
」　

　

消
防
団
の
皆
さ
ん
は
自
分
の
仕
事
を
持

ち
な
が
ら
地
域
の
安
全
を
守
る
活
動
を
し

て
い
て
カ
ッ
コ
い
い
し
尊
敬
し
て
い
ま

す
。

　

小
学
校
の
避
難
訓
練
で
初
め
て
放
水
訓

練
を
見
た
と
き
は
水
の
勢
い
の
迫
力
に
驚

き
ま
し
た
。

　

僕
の
お
父
さ
ん
も
消
防
団
員
で
す
。
火

災
の
連
絡
が
入
る
と
家
を
飛
び
出
し
て
い

き
ま
す
。
月
２
回
の
試
運
転
や
冬
に
は
夜

警
な
ど
家
に
い
な
い
こ
と
が
多
く
て
寂
し

い
時
も
あ
る
け
ど
頑
張
っ
て
消
防
団
活
動

を
し
て
い
る
お
父
さ
ん
を
応
援
し
て
い
ま

す
。

　
　
　

（
加
須
地
域
）
金
子　

佳
睦　

様

「
消
防
団
の
皆
様
に
感
謝
」

　

消
防
団
の
皆
様
、
日
頃
よ
り
地
域
の
見

守
り
や
地
区
行
事
な
ど
の
貢
献
活
動
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
業
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
昼
夜
を

問
わ
ず
災
害
時
に
は
消
防
活
動
を
す
る
姿

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

団
員
の
家
族
と
し
て
は
心
配
な
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
地
域
住
民
と
し
て
は
消
防

団
の
皆
様
が
い
る
こ
と
で
安
心
し
た
生
活

が
送
れ
て
い
る
事
実
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
大
変
な
こ
と
が
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
地
域
の
為
に
活
動
し
て
頂
け

る
よ
う
に
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

消
防
団
の
皆
様
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
　

（
騎
西
地
域
）
秋
葉　

ひ
と
み　

様

「
消
防
団
・
先
輩
に
感
謝
」

　

日
本
は
災
害
列
島
。
悲
惨
な
光
景
が
映

る
た
び
救
助
活
動
の
先
頭
で
活
躍
す
る
消

防
団
の
皆
さ
ん
に
感
謝
で
す
。
あ
り
が
と

う
の
一
言
で
す
。
日
本
は
、
地
震
、
川
の

洪
水
な
ど
繰
り
返
さ
れ
て
そ
の
た
び
に
復

興
し
て
き
ま
し
た
。

　

世
の
中
健
康
な
時
は
何
事
も
不
自
由
は

感
じ
ま
せ
ん
が
歴
史
か
ら
す
れ
ば
一
瞬
で

す
。
社
会
は
、
何
事
も
助
け
合
い
、
支
え

合
い
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
家
族
を
は

じ
め
、
地
域
社
会
の
先
輩
の
方
々
の
言
葉

を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

（
北
川
辺
地
域
）
新
井　

好
一　

様

「
消
防
団
あ
り
が
と
う
！
」

　

昨
年
、
我
が
自
治
会
で
自
主
防
災
訓
練

を
実
施
し
た
が
、
た
ま
た
ま
訓
練
中
に
救

急
と
火
災
の
出
動
が
入
り
、
講
師
役
の
消

防
署
員
が
全
員
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

が
、
消
防
団
の
協
力
を
得
て
滞
り
な
く
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。　

　

ま
た
、
年
末
に
は
夫
々
が
忙
し
い
中
、

火
災
予
防
の
巡
回
・
広
報
も
地
道
に
や
っ

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。
消
防
団
は
地
域
防

災
の
要
で
あ
る
と
実
感
す
る
。
我
々
住
民

の
安
心
・
安
全
は
消
防
団
に
よ
っ
て
支
え

ら
れ
て
い
る
。

　

消
防
団
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
、
そ

し
て
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
！

　
　

（
大
利
根
地
域
）
岡
田　

輝
彦　

様

ま
ち
の
一
声

ま
ち
の
一
声

◆
消
防
庁
長
官
表
彰

　

退
職
報
償
﹇
勤
続
15
年
以
上
の
退
団
者
﹈

第
２
分
団
（
三
俣
）　

前
副
分
団
長 　

水
野　

和
男

第
３
分
団
（
不
動
岡
）
前
副
分
団
長 　

吉
澤　
　

浩

第
５
分
団
（
志
多
見
）　

前
分
団
長 　

夢
川　

和
幸

第
８
分
団
（
樋
遣
川
）
前
副
分
団
長 　

田
口　

健
二

第
11
分
団
（
田
ケ
谷
）　
　

元
班
長 　

秋
池　

健
次

第
12
分
団
（
種
足
）　
　

前
分
団
長　

平
野　

剛
弘

第
12
分
団
（
種
足
）　

元
副
分
団
長　

多
田　

裕
伸

第
12
分
団
（
種
足
）　
　
　

前
団
員 　

大
塚　
　

弘

◆
埼
玉
県
消
防
協
会
長
表
彰 

 
 

　

消
防
団
員
家
族
顕
彰 

﹇
勤
続
20
年
以
上
の
団
員
の
家
族
﹈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
不
動
岡
）
絹
村　

絹
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
不
動
岡
）
大
堀　

信
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
不
動
岡
）
池
田　

真
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
大
桑
）
福
田
奈
緒
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
水
深
）
阿
部　

弘
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
樋
遣
川
）
田
村　

圭
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
田
ケ
谷
）
岡
﨑　

康
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
田
ケ
谷
）
野
原
久
美
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
原
道
）
小
林　

幹
敏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
原
道
）
佐
々
木
敏
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
豊
野
）
丸
山　
　

登

◆
埼
玉
県
消
防
協
会
加
須
支
部
長
表
彰

　

火
災
予
防
優
良
家
庭 

﹇
一
般
家
庭
﹈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
加
須
）
千
野　

豊
照

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
三
俣
）
鈴
木　

豊
昭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
不
動
岡
）
吉
澤　
　

浩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
礼
羽
）
斉
藤　

一
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
志
多
見
）
夢
川　

和
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
大
桑
）
井
上　

明
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
水
深
）
川
田　

益
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
樋
遣
川
）
大
川　
　

宏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
大
越
）
秋
山　
　

裕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
騎
西
）
千
装　

次
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
田
ケ
谷
）
石
原　
　

肇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
種
足
）
金
子　

廣
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
鴻
茎
）
秋
葉　

久
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
高
柳
）
小
川　

宣
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
北
川
辺
）
羽
鳥　

新
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
北
川
辺
）
印
出　

昌
秀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
北
川
辺
）
荒
井　

悟
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
大
利
根
東
）
関
田　

洋
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
原
道
）
今
成　
　

茂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
元
和
）
中
田　

重
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
豊
野
）
野
中　

正
雄

◆
加
須
警
察
署
長
感
謝
状 

﹇
分
団
長
以
上
の
退
団
者
﹈

第
５
分
団
（
志
多
見
）　

前
分
団
長　

夢
川　

和
幸

第
12
分
団
（
種
足
）　
　

前
分
団
長　

平
野　

剛
弘

第
15
分
団
（
北
川
辺
）　

前
分
団
長　

羽
鳥　

新
司

◆
加
須
市
長
表
彰 

　

感
謝
状
﹇
勤
続
５
年
以
上
の
退
団
者
﹈

本　
　

部
（
三
俣
）　
　
　

前
団
員　

塩
田
し
の
ぶ

本　
　

部
（
三
俣
）　
　
　

前
団
員　

矢
澤　

順
子

第
１
分
団
（
加
須
）　
　
　

前
団
員　

雨
沼　

喜
幸

第
２
分
団
（
三
俣
）　

前
副
分
団
長　

水
野　

和
男

第
３
分
団
（
不
動
岡
）
前
副
分
団
長 　

吉
澤　
　

浩

第
３
分
団
（
不
動
岡
）　
　

前
団
員　

関
口　
　

優

第
５
分
団
（
志
多
見
）　

前
分
団
長 　

夢
川　

和
幸

第
５
分
団
（
志
多
見
）　
　

前
団
員　

本
澤　

智
巳

第
５
分
団
（
志
多
見
）　
　

前
団
員　

大
竹　

純
哉

第
６
分
団
（
大
桑
）　
　
　

前
団
員　

青
塚　
　

和

第
８
分
団
（
樋
遣
川
）
前
副
分
団
長　

田
口　

健
二

第
９
分
団
（
大
越
）　
　
　

前
団
員　

宮　
　

健
裕

第
11
分
団
（
田
ケ
谷
）　
　

元
班
長　

秋
池　

健
次

第
12
分
団
（
種
足
）　
　

前
分
団
長 　

平
野　

剛
弘

第
12
分
団
（
種
足
）　

元
副
分
団
長　

多
田　

裕
伸

第
12
分
団
（
種
足
）　
　
　

前
団
員　

大
塚　
　

弘

第
13
分
団
（
鴻
茎
）　
　
　

前
団
員　

田
村　

允
彦

第
15
分
団
（
北
川
辺
）　

前
分
団
長　

羽
鳥　

新
司

第
17
分
団
（
北
川
辺
）　
　

前
団
員　

小
林　

秀
樹

第
18
分
団
（
大
利
根
東
）　

前
団
員　

荒
井　

義
昌

栄
え
あ
る
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

栄
え
あ
る
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様

様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様



７

消
防
団
に
入
団
し
て

第
３
分
団
（
不
動
岡
）
川
田　
翔
太

　

今
年
度
よ
り
第
３
分
団
に
入
団
い

た
し
ま
し
た
川
田
で
す
。

　

元
々
団
員
で
あ
る
父
の
影
響
も
あ

り
、
幼
い
頃
か
ら
消
防
団
の
活
動
を

見
て
き
ま
し
た
。
不
安
な
こ
と
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
頼
も
し
い
先

輩
方
の
ご
指
導
の
下
、
多
く
の
こ
と

を
学
び
、
地
域
の
安
心
、
安
全
に
貢

献
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

第
８
分
団
（
樋
遣
川
）
成
尾　
紘
彰

　

今
年
度
よ
り
第
８
分
団
に
入
団
い

た
し
ま
し
た
成
尾
と
申
し
ま
す
。

　

学
業
と
並
行
し
な
が
ら
の
消
防
団

活
動
と
な
る
の
で
両
立
で
き
る
か
不

安
で
す
が
、
頼
も
し
い
先
輩
方
か
ら

多
く
を
学
び
、
一
人
前
の
消
防
団
員

に
な
る
た
め
に
努
力
し
て
い
き
た
い

で
す
。

　

ま
だ
何
も
分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら

け
で
す
が
こ
れ
か
ら
経
験
と
知
識
を

積
ん
で
い
き
、
地
域
に
貢
献
で
き
る

よ
う
な
消
防
団
員
に
な
り
た
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

第
12
分
団
（
種
足
）
星　
正
義

　

今
年
度
よ
り
第
12
分
団
に
入
団
い

た
し
ま
し
た
星
で
す
。

　

仕
事
と
の
両
立
に
少
し
不
安
も
あ

り
ま
す
が
、
先
輩
団
員
方
の
指
導
の

下
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
私
も
先
輩

方
の
よ
う
に
地
域
の
皆
様
の
安
全
に

貢
献
で
き
る
よ
う
に
活
動
し
微
力
な

が
ら
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

第
13
分
団
（
鴻
茎
）
田
中　
哲
也

　

今
年
度
よ
り
第
13
分
団
に
入
団
し

ま
し
た
田
中
で
す
。

　

地
域
で
生
活
す
る
一
人
と
し
て
、

防
災
意
識
を
高
め
、
少
し
で
も
地
域

の
安
心
・
安
全
に
貢
献
し
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
、
入
団
を
決
意
致
し
ま

し
た
。
久
喜
団
で
の
活
動
経
験
も
活

か
し
一
日
も
早
く
力
に
な
れ
る
よ
う

精
一
杯
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
何
卒

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

第
15
分
団
（
北
川
辺
）
和
田　
薫
弥

　

令
和
７
年
４
月
よ
り
第
15
分
団
に

入
団
い
た
し
ま
し
た
和
田
と
申
し
ま

す
。

　

大
学
の
勉
強
と
両
立
し
な
が
ら
の

活
動
に
不
安
は
あ
り
ま
す
が
、
先
輩

方
の
ご
指
導
の
下
、
訓
練
と
経
験
を

積
み
な
が
ら
多
く
の
こ
と
を
学
び
、

地
域
の
安
心
安
全
に
貢
献
で
き
る
よ

う
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
18
分
団
（
大
利
根
東
）
鈴
木　
陸
矢

　

今
年
度
よ
り
第
18
分
団
に
入
団
い

た
し
ま
し
た
鈴
木
で
す
。
地
域
の
安

全
、
安
心
を
守
る
活
動
に
少
し
で
も

貢
献
し
た
い
と
思
い
、
入
団
を
決
意

し
ま
し
た
。
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と

ば
か
り
で
す
が
、
先
輩
方
に
ご
指
導

を
頂
き
な
が
ら
、
訓
練
や
活
動
を
通

し
て
し
っ
か
り
と
学
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
私
生
活
と
の
両
立
に

は
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
自
分
な
り

に
で
き
る
こ
と
か
ら
一
つ
ず
つ
取
り

組
ん
で
、
地
域
の
安
心
、
安
全
に
少

し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

第
21
分
団
（
豊
野
）
青
木　
成
明

　

今
年
度
よ
り
第
21
分
団
に
入
団
い

た
し
ま
し
た
青
木
と
申
し
ま
す
。

　

私
は
、
数
年
前
に
結
婚
を
き
っ
か

け
に
加
須
市
へ
移
り
住
ん
で
き
ま
し

た
。
そ
ん
な
私
が
地
域
に
対
し
て
何

が
で
き
る
の
か
を
考
え
る
よ
う
に
な

り
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
区
長
様
よ

り
、
消
防
団
へ
の
入
団
の
お
話
を
頂

き
ま
し
た
。

　

ま
だ
右
も
左
も
わ
か
ら
ず
不
安
も

あ
り
ま
す
が
、
人
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
、
少
し
で
も
地
域
貢
献
で

き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

入
団
者
の
紹
介

入
団
者
の
紹
介

第10分団（騎西）

第
１
分
団

第
２
分
団

第
３
分
団

第
５
分
団

第
５
分
団

第
５
分
団

第
５
分
団

第
６
分
団

第
８
分
団

第
９
分
団

第
９
分
団

第
12
分
団

第
13
分
団

第
15
分
団

第
18
分
団

第
19
分
団

第
19
分
団

第
21
分
団

第
21
分
団

（
加　

須
）

（
三　

俣
）

（
不
動
岡
）

（
志
多
見
）

（
志
多
見
）

（
志
多
見
）

（
志
多
見
）

（
大　

桑
）

（
樋
遣
川
）

（
大　

越
）

（
大　

越
）

（
種　

足
）

（
鴻　

茎
）

（
北
川
辺
）

（
大
利
根
東
）

（
原　

道
）

（
原　

道
）

（
豊　

野
）

（
豊　

野
）

野
本　
　

章

吉
川　
　

修

川
田　

翔
太

大
関　
　

章

細
井　

竜
哉

夢
川　

和
輝

町
田　

康
徳

矢
島　
　

聡

成
尾　

紘
彰

糸
井　

隆
博

鈴
木　

陸
将

星　
　

正
義

田
中　

哲
也

和
田　

薫
弥

鈴
木　

陸
矢

齋
藤　

和
弘

長
野　

光
剛

青
木　

直
太

青
木　

成
明

（
令
和
７
年
４
月
入
団
）

　私たち第10分団は、騎西地域の中心部をメインに活動を
しております。活動内容としましては、火災時の消火や月3
回の夜警、ポンプ車両及び資機材の点検、有事に備えた放
水訓練などを行っております。団員は32歳から59歳までの
総員14名にて消防活動に従事しております。消防団員は減
少の一途をたどっております。
当分団としましても、一緒に
活動いただける方を募集して
おります。何卒宜しくお願い
致します。

第2分団（三俣）
　第2分団は、関口隆分団長のもと、総勢18名、年齢20代
から50代で活動しております。
　火災や災害から地域を守るため日々活動しています。
　出動だけでなく、訓練や防火パトロールなどを通じて、
地域の防災力向上に努めています。現在、私たちと共に活
動してくれる仲間を募集してい
ます。消防の知識や経験がなくて
も大丈夫です。地域を想う気持ち
があれば、どなたでも歓迎です。
　私たちと一緒に、安心・安全
なまちづくりに参加しませんか？
お気軽にお問い合わせください。

第19分団（原道）
　私たち第19分団は、青木誠分団長のもと、総勢20名で活
動しております。団員は、36歳から59歳までの幅広い年代
で、協力し合い活動に従事しています。担当する原道地区
は、利根川に面しており、火災時の消火活動以外に水防活
動にも尽力しています。
　主な活動は、月2回の消防ポ
ンプ車及び資機材の整備・点検
とパトロール、訓練や行事の参
加を主に行っております。
　今後も地域の皆様と一丸とな
り活動していきますので、ご支
援よろしくお願いいたします。

第17分団（北川辺）
　私たち第17分団は、牛久保勝弘分団長のもと、総勢15名
で活動しております。活動として、火災出動、月3回の消防
ポンプ車での夜警巡視、地域イベントの補佐などを主な活
動としています。今後も地域の
皆様と一丸となって協力、連携
し、消防団活動を行ってまいり
ますので、ご支援をお願い致し
ます。また、共に活動してくれ
る団員募集もしていますのでよ
ろしくお願いいたします。

分 団 紹 介
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人を助け、守る知識と技術を身につけてほしい「大切なまち（地域）だから」
　地域に暮らす自分のため、家族のため、地域のために動く消防団。年齢も職業もさまざまな
仲間との出会い、そして、災害時には地域の人々とも連携しあいながら助け合い、一緒に乗り
越え、地域の強い絆を育んでいきたい。
 災害時（地震や水害等）に「何かしたいけど何をしていいかわからない」と思ったあなたの
力が必要です。

問い合わせ先
　加須市危機管理防災課
　☎0480-62-1111（内線256）

■加須市内に居住、勤務又は通学する者
■年齢満18歳以上の者
■志操堅固でかつ身体強健な者

【入団資格】 火災件数
地　域 建　物 車　両 その他 計

令和7年中累計

加　須
騎　西
北川辺
大利根
計

24
8
4
6
42

7
1
2
2
12

12
4
6
9
31

43
13
12
17
85

近年、「ごみ」などの焼却から

「火災」が多発しています！
野外焼却の禁止
　廃棄物の野外焼却、いわゆる野焼きは、「廃棄物の
処理及び清掃に関する法律」や「埼玉県生活環境保全
条例」において、農業に伴う焼却等、一部の例外を除
き禁止されています。法律に違反すると5年以下の懲
役若しくは1千万円以下の罰金等の罰則があります。

近年、野焼きを行っていて、建物に飛び火する
火災が多発しています。
建物付近での野焼きは絶対行わないでください。
問い合わせ：埼玉東部消防組合　加須消防署
　　　　　　0480（61）0119（代表）
　　　　　　加須市　環境政策課
　　　　　　0480（62）1111（内線231、232、233）

※女性消防団員も
　　　募集しています。
※女性消防団員も
　　　募集しています。
※女性消防団員も
　　　募集しています。

　この度は、第16号加須市消防団だより「まち火消しかわら版　纏」の発行
にあたり、関係者皆様のご協力により無事発行することができました。深く感
謝申し上げます。
　今後も、市民の皆様の生命、財産を守るため、消防団活動に精進いたします。
　消防団だよりが、団員各位の意識の高揚と団結心が養われることを祈念する
と共に、市民の皆様が消防団活動にご理解していただき、一人でも多くの消防
団員が誕生することを切に希望し、これからも紙面作りに努めてまいりますの
で、今後もご支援ご協力をお願い申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　団だより編集委員一同

■消防出初式
　令和8年1月5日（月）にパストラルかぞ駐車場にて、新春恒例と
して団員の士気向上と安全確保の徹底を図るため、消防車両の分列
行進、消防はしご車による放水訓練、鳶組合による纏振り・はしご
乗りなどを披露する消防出初式を実施しました。
　
■消防ポンプ自動車の交付
　第11分団（田ケ谷地区）、第15分団（北川辺地区）の消防ポン
プ自動車の老朽化に伴い、最新の装備を備えると同時に普通自動車
免許にて運転可能な消防ポンプ自動車が交付されました。
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